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○ 動作環境 
 拡散計算コード NEUMAC 使用支援ツール Hide-mac は WindowsXP 上で開発が行われ

た。開発言語は National Instruments 社製の LabVIEW7.1 を用いている。Hide-mac は

Windows2000/XP 上での動作が確認されており、Hide-mac を実行するためには別途

LabVIEW ランタイムエンジンをインストールする必要がある。Hide-mac の推奨動作環境

を表 1 に示す。本ツールはレジストリを使用していないため、Hide-mac.exe を実行するだ

けで動作し、アンインストールについても Hide-mac.exe を削除するだけでよい。また、本

ツールは拡散計算コード NEUMAC 使用支援ツールであるため別途 NEUMAC をインスト

ールする必要がある。 
 

表 2.1 Hide-mac の推奨動作環境 
最低動作環境 推奨動作環境

OS
CPU PentiumIII 1GHz 以上 Pentium4 2.4GHz 以上
メモリ 256MB 以上 512MB 以上

ハードディスク
周辺機器
その他

Windows2000/XP

LabVIEWランタイムエンジンインストール済み

50MB　以上の空き容量
マウス/キーボード

 
 
 
○ ディレクトリ構造 
 Hide-mac で標準に使用されるディレクトリ構造としては、Hide-mac の本体である

「Hide-mac.exe」、環境ファイル「env.txt」、および作業ディレクトリ「WRK」が同一デ

ィレクトリに存在していなければならない。これらのファイルのうち、「env.txt」は存在

しない場合には自動的に生成される。 
 
 
○ 使用方法 
 Hide-mac の使用方法を以下で説明する。本ツールはバグが存在する。『入力ファイルを

変更したら、必ず NEUMAC パスを指定しなおさなければならない。つまり、NEUMAC
を実行する前に必ず NEUMAC パスを指定しなければならない。』 
 また、Hide-mac では NEUMAC 入力ファイル作成機能は付いていない。そのため、

NEUMAC 入力ファイルは別途用意しておかなければならない。入力ファイル作成方法につ

いては NEUMAC マニュアルを参照してほしい。しかしながら、Hide-mac では任意の入力

ファイル名をつけることができ、そのファイルを「WRK」ディレクトリに配置することで、

入力ファイルを一括で管理することができる。また、出力ファイルも「WRK」ディレクト

リに保存される。出力ファイル名は「*_output.dat」、「*_result.dat」であり、「*」の部

分に入力ファイル名が入る。それぞれ、「*_output.dat」は NEUMAC の計算時に表示さ
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れる情報をファイルにしたものであり、「*_result.dat」には計算結果（NEUMAC では

fort.90）が出力されている。 
 
 まず、NEUMAC 入力ファイルを用意する。次に Hide-mac を起動し、「input data file」
ボタンを押し、NEUMAC 入力ファイルを指定する。（図 2-1） 
 

図 2-1 計算方法(1) 

 
 
 「neumac path input」ボタンを押して NEUMAC までのパスを指定する。（図 2-2） 
 

図 2-2 計算方法(2) 
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 「calculate start」ボタンを押して NEUMAC の計算を開始する。計算中にはパネル中央

に「Now calculating !!」と表示され、操作が受け付けられなくなる。（図 2-3） 
 

図 2-3 計算方法(3) 

 

 計算が終了すると「Error」に NEUMAC の計算時のエラーが表示される。エラーがない

場合には「No error」と表示される。また、計算結果が「output data」に表示される。こ

のうち「flux」のグラフは 3 次元で表示され、グラフの横にあるパラメータで表示グラフを

変更できる。また、グラフ上をマウスでドラックすると視点が変えられる。（図 2-4） 
 

図 2-4 計算方法(4) 
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 また、計算結果は「read result data file」ボタンを押すことで読み込むことができ、「write 
result data file (Excel format)」ボタンで計算結果を任意の高さ、任意のエネルギー群で

Excel ファイルに保存することができる。（図 2-5） 
 

図 2-5 計算方法(5) 

 

 
ここで、「write result data file (Excel format)」ボタンを押すと新しいパネルが表示され、

「write result data file」ボタンを押すと表示されているグラフのデータが Excel 形式で出

力される。表示されるグラフは下のパラメータで変更可能である。（図 2-6） 
 

図 2-6 計算方法(6) 
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○ VI 構造 
 Hide-mac の VI 構造を図 3 に示す。Hide-mac はメインとなる Hide-mac VI を中心とし

て、機能別にサブ VI に分けられている。以下で各 VI について簡単に説明する。 
 
 Hide-mac VI 全ての VI を統括するメインプログラム VI 
 Run VI  NEUMAC を実行する VI 
 Read VI  NEUMAC 計算結果を読み込む VI 
 Write VI 所望のパラメータの NEUMAC 計算結果を Excel 形式にして 

保存する VI 
 Write Characters To File 2 VI 改良された、文字列をファイルに書き込む VI 
 

図 3 Hide-mac の VI 構造 
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